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発行：吉川友子後援会    

会長 上野昭久 幹事長  田村至 

会計 高塚紀之 事務局長 滝澤さや香 
 2020(令和 2)年 4 月 

辺野古の美しい砂浜と海。県民の反対にもかかわらず、土砂投入が進む 

コロナ対策 医療体制の充実や家庭への支援など 

議会で意見書を提出 
4 月 16 日に新型コロナウイルス感染拡大で「非常事態宣言」が全国に拡大

されました。早く安心した生活が送れるよう努力していきます。 

佐久市としては、新型コロナウイルス対策本部において対応に関しての協

議を行っています。佐久市議会としても、３月議会において検査や医療体制

の充実、子どもたちの心のケアや家庭への支援など８項目の意見書を提出し

ました。また、正副議長と各会派代表による「佐久市議会新型コロナウイルス

感染症対策連絡協議会」が立ち上がり、市側との情報共有や議会からの提案

などを行う場としています。 

■4/27 現在の状況・5 月 7 日以降については、佐久市 HP等で方針が示されます 

小中学校 5 月 6 日まで休校 

保育園・児童館 家庭での保育をお願いしながら開園 

ただし、県からの休園要請で休園 

公民館・体育館など 5 月 6 日まで休館 

図書館 貸出業務のみ 

望月少年自然の家 屋外遊具は開放 

各種イベント 延期または中止 

乳幼児学級 5 月 6 日までは延期 

学校が長期休校になり、子どもたちの学習の機会をどう保障するかが大き

な課題となっています。佐久市では長野県教育委員会による動画や教科書出

版社による動画などをまとめて紹介しています。海外などの例も参考にオン

ライン学習の機会が可能になるよう提案していきたいと思います。 

佐久市 

家庭学習支援ページ 

     

   

ゴミを減らす取り組みを学ぶ 
昨年の 6 月議会で、私はごみや廃棄物に関する一般質問をしました。

その際に資料で参考にした徳島県上勝町へ、佐久市議会会派の視察研修

で行ってきました。日本初の「ゼロ・ウエイスト宣言」をし、リサイク

ル率約 80％の取り組みは大変参考になりました。ごみになるものを買わ

ない、使わない。また生産段階から処理に困らない製品を作ることを企

業にも求めていく「発生抑制」にも力を注いでいます。町民一人一人の

努力と行政の積極的な取り組みで成り立っているリサイクル率の高さ

であり、燃やすごみや埋め立てごみの少なさであることを実感しまし

た。不要になったものをリメイクして販売している活動も大変参考にな

りました。（詳しい報告は吉川友子 HP をご覧ください） 

  
住民が各自持ち込むゴミステーション    分別物に「入」と「出」の額を掲示 

佐久市のリサイクル率は 17.8％。佐久市は今年度、第四期一般廃棄物

処理基本計画を策定し、「当たり前を見直そう」をキーワードにごみの減

量化を推進していく予定です。行政と住民の協力が大切な分野だと感じ

ています。 

 佐久市のプラスチックごみ 

令和２年度第１回臨時議会（1/31） 

佐久ケーブルテレビ光化への 

整備資金貸付条例案と補正予算案を可決 

HFC 方式（同軸ケーブルとハイブリッド型）から

FTTH 方式（光ファイバー）への整備のための貸付金

と、情報インフラ整備のための予算です。これからの

情報社会に対応していくために必要で、地域 BWA な

ど公共性も高いと考え、条例案と予算案に賛成しま

した。加入率が低いという課題もありますが、光化す

ることにより、高速インターネット回線や光電話の

利用者が増えることを期待しています。 

地域 BWA（地域広帯域移動無線アクセス）は学校

でのインターネット利用、交通機関の運行情報、防災

情報などに使える地域単位での情報ネットワーク。 

 今回の新型コロナウイルスによる長期休校など

で、ケーブルテレビを通じて授業を受けたり、相互の

やりとりができる仕組みがあればよいと考えます。

教育におけるインターネットやケーブルテレビの可

能性にも期待したいです。 

有機農業参加型認証などの講演会に参加 

IFORM Organics Asia（国際有機農業運動連盟）副

理事長、三好智子さんによる有機農業の状況と参加型

認証についての講演会に参加しました。統計では、世界

の有機圃場、有機農家、オーガニック市場は増加し続け

ています。日本でも有機食品の市場は８年（2009～

2017）で 42％増加し、生物多様性が保たれるというこ

とから、環境にやさしい農業として推奨されています。

参加型認証というのは JAS 認証のように第三者が認証

するものでなく、消費者と生産者など関係者が積極的

に参加し認証するという制度で、第三者認証よりも価

格や作成資料が抑えられるとされています。日本でも

実施している 

自治体や団体 

もあり、これ 

からの近隣の 

動きにも注目 

していきたい 

です。 

1 月 18 日に開催された、東京大学名誉教

授、汐見稔幸先生の講演会に、長野県自

然保育推進議員連盟の役員として参加

してきました。 

■３月定例会 

令和 2年度一般会計予算 約 526億円を

可決（コロナ対策などの補正を含む） 

佐久大学新学部設立補助金、特定健診一

部無料化、望月サテライト校支援事業、

春日御鹿の郷ブランディング事業などを

可決。地域ネコの去勢手術補助が、メス

8000 円オス 5000 円に増額されました。 

コロナウィルスに関す

る情報、相談窓口、支援

金、融資などの日々変

わっている情報がご覧

になれます。 

 

佐久市コロナ対策ページ 



第
一
回
定
例
議
会
が
２
月
２１
日
か
ら
３
月
２５

日
ま
で
開
催
さ
れ
、
吉
川
議
員
は
一
般
質
問
に
登

壇
し
ま
し
た
。 

  佐
久
市
全
体
で 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を 

（
吉
川
）
地
球
の
温
暖
化
が
世
界
的
に
問
題
視
さ

れ
始
め
て
す
で
に
30
年
以
上
た
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
の
間
も
温
暖
化
は
進
み
続
け
て
い
ま
す
。

気
候
変
動
に
よ
り
豪
雨
や
猛
暑
の
日
な
ど
が
増

え
、
私
た
ち
が
10
月
に
経
験
し
た
19
号
の
よ
う

な
大
型
台
風
も
増
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

パ
リ
協
定
で
は
、
産
業
革
命
前
の
気
温
か
ら
の

上
昇
を
２
度
に
抑
え
る
、
1.5
度
が
望
ま
し
い
と

い
う
世
界
的
な
同
意
の
も
と
に
結
ば
れ
た
協
定

で
す
が
、
す
で
に
現
時
点
で
1.1
度
上
昇
し
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。
1.5
度
を
目
標
と
す
る
な
ら
、
今

後
の
上
昇
は
0.4
度
に
抑
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
事
で
す
。 

先
日
、
長
野
県
環
境
保
全
研
究
所
内
の
信
州
気

候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
は
気
候
変
動
に
関
す
る
様
々
な
デ
ー
タ
が

あ
り
、
特
に
長
野
県
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
興
味
深

い
も
の
で
し
た
。
そ
の
中
で
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の

は
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
出
さ
な
い
最
大
限
の
努
力

を
し
て
も
、
長
野
県
で
は

2050
年
に
は
今
よ
り
1.9

度
上
昇
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。 

先
日
の
代
表
質
問
で
は
、
気
候
非
常
事
態
宣
言

を
前
向
き
に
検
討
す
る
と
い
う
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。
宣
言
は
、
危
機
的
な
状
況
を
認
識
し
、
行

動
を
お
こ
し
て
い
く
と
い
う
大
事
な
第
一
歩
で

す
。
ぜ
ひ
宣
言
に
向
け
て
、
計
画
を
進
め
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

温
暖
化
の
原
因
で
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
抑

制
の
た
め
に
、
重
油
な
ど
化
石
燃
料
を
使
用
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
購
入
を
減
ら
し
、
市
内
の
資
源
を

使
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
が
好
ま
し
い

と
考
え
ま
す
が
、
佐
久
市
と
し
て
の
取
り
組
み
を

お
聞
き
し
ま
す
。 

（
環
境
部
長
）
当
市
に
お
い
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
は
太
陽
光
や
水
、
木
材
と
い
っ
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
ま
す
。
当
市
の
年
間
の
日
照
時

間
が
長
い
と
い
う
地
域
特
性
を
生
か
し
、
太
陽
光

の
活
用
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
さ
ら

な
る
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
住
宅
等
建
物

の
屋
根
や
壁
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に

対
し
補
助
金
の
交
付
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
す
る
燃
料
の
使
用
を
促
進

し
、
電
気
や
化
石
燃
料
等
の
使
用
の
縮
減
を
図
っ

て
い
ま
す
。
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
は
林
地
残
材
等
を
利
用
し
て
県
内
で
製
造

し
て
い
る
こ
と
を
条
件
に
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
補
助
を
利
用
し
、
平
成
２８
年
度
に
は
バ

イ
オ
マ
ス
燃
料
製
造
設
備
が
市
内
に
設
置
さ
れ
、

佐
久
市
産
の
ペ
レ
ッ
ト
が
製
造
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

（
吉
川
）
ペ
レ
ッ
ト
製
造
の
施
設
が
整
備
さ
れ
た

こ
と
は
一
歩
前
進
で
す
が
、
例
え
ば
、
北
海
道
の

芦
別
市
や
下
川
町
で
は
、
地
域
内
の
木
材
を
使
っ

た
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
コ
ス
ト
を
抑

え
、
重
油
購
入
な
ど
地
域
外
に
流
出
し
て
い
た
資

金
を
減
ら
し
て
経
済
を
地
域
内
で
循
環
さ
せ
、
さ

ら
に
こ
れ
が
温
室
効
果
ガ
ス
抑
制
に
も
つ
な
が

る
と
い
う
、
一
石
三
鳥
と
も
い
え
る
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
は
防
災
面
で
も
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
始
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
作
り
を
検
討
す
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、

い
か
が
で
す
か
。 

（
環
境
部
長
）
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
熱
利
用
設
備

と
い
う
ご
提
案
で
す
が
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
今
後
啓
発
も
含
め
て
、
そ
の

普
及
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
吉
川
）
ぜ
ひ
、
地
球
温
暖
化
対
策
も
含
め
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置
を
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

待
っ
た
な
し
の
気
候
変
動 

地
球
温
暖
化
の
危
機
に
つ
い
て
市
民
と
の
情

報
共
有
が
と
て
も
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
の
た
め
に
、
市
民
が
取
り
組
め
る
こ

と
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
か
、
ま
た
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
へ
の
意
識
向
上
の
た
め
、
市
と
し
て
ど
の

よ
う
な
啓
発
を
行
っ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。 

（
環
境
部
長
）
市
民
の
み
な
さ
ん
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
こ
と
を
４
点
に
整
理
し
て
紹
介
し
ま
す
。 

①
こ
ま
め
な
消
灯
、L

E
D

な
ど
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
器
・
設
備
を
導
入 

②
太
陽
光
発
電
や
太
陽
熱

利
用
シ
ス
テ
ム
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
な
ど
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
家
庭
に
導
入 

③
公
共
交

通
機
関
や
自
転
車
を
積
極
的
に
利
用
し
、
自
動
車

運
転
時
に
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
心
掛
け
る 

④

夏
の
暑
さ
に
は
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
、

冬
季
に
は
衣
服
を
多
く
着
る 

当
市
で
は
平
成
29
年
に
国
が
推
進
す
る
ク
ー

ル
チ
ョ
イ
ス
宣
言
を
し
、
市
民
や
事
業
者
の
み
な

さ
ん
が
低
炭
素
型
の
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
選
択
さ
れ
ま
す
よ
う
意
識
啓
発
を

図
っ
て
い
ま
す
。
市
内
小
学
４
年
児
童
全
員
に

「
わ
が
家
の
エ
コ
課
長
」
を
委
嘱
し
、
児
童
か
ら

友
だ
ち
や
家
族
等
に
省
エ
ネ
の
推
進
を
呼
び
か

け
る
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。 

（
吉
川
）
気
候
変
動
は
待
っ
た
な
し
で
、
今
ま
で

も
多
く
の
研
究
者
た
ち
が
警
報
を
鳴
ら
し
て
き

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
温
暖
化
は
進
ん
で
い
ま

す
。
私
た
ち
一
人
一
人
地
球
に
暮
ら
す
者
と
し
て

市
民
と
行
政
が
一
緒
に
な
っ
て
、
温
暖
化
対
策
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

                 

川
西
赤
十
字
病
院
の
存
続
と 

施
設
・
設
備
の
充
実
を 

（
吉
川
）
昨
年
９
月
、
厚
生
労
働
省
は
「
再
編
統

合
が
必
要
と
判
断
し
た
公
立
・
公
的
病
院
」
を
実

名
で
公
表
し
ま
し
た
。
全
国
で
424
病
院
、
長
野
県

で
は
15
病
院
、
こ
の
中
に
川
西
赤
十
字
病
院
（
川

西
日
赤
）
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
佐
久
市
議
会

で
は
、
川
西
日
赤
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。
地
域
完
結
型
医
療
体
制
に
お
い
て
、

川
西
日
赤
は
佐
久
地
域
全
体
の
中
で
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
存
続
の
た
め
に
具
体
的

に
市
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

（
市
民
健
康
部
長
）
川
西
赤
十
字
病
院
は
川
西
地

域
唯
一
の
入
院
施
設
を
有
す
る
公
的
医
療
機
関

と
し
て
、
ま
た
佐
久
地
域
の
地
域
完
結
型
医
療
に

お
い
て
も
佐
久
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
急
性
期

治
療
の
た
め
入
院
さ
れ
た
方
が
治
療
を
終
え
、
慢

性
期
の
治
療
へ
移
行
さ
れ
る
と
き
の
受
け
入
れ

先
と
し
て
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
川
西
日
赤
は
近
年
医
師
不
足
な
ど
か
ら

経
営
が
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
川
西
保
健
衛
生
施
設
組
合
を
介
し
て
佐
久

市
、
東
御
市
、
立
科
町
の
構
成
市
町
に
対
し
財
政

支
援
要
請
が
あ
り
、
平
成
２５
年
度
か
ら
２９
年
度

ま
で
の
５
年
間
、
年
間
８
０
０
０
万
円
を
病
院
経

営
の
健
全
化
を
目
的
と
し
て
支
援
し
ま
し
た
。
ま

た
平
成
３０
年
度
か
ら
は
病
院
設
備
の
更
新
等
を

支
援
し
、
医
療
環
境
の
改
善
を
図
る
こ
と
も
目
的

に
加
え
、
年
間
１
億
６００
万
円
、
内
佐
久
市
と
し
て

は
６
９
９
６
万
円
の
財
政
支
援
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
不
採
算
地
区
病
院
に
対
す
る

特
別
交
付
税
を
財
源
と
し
て
活
用
し
た
も
の
で

す
。
川
西
日
赤
に
お
い
て
常
勤
医
師
が
不
足
し
た

時
に
は
、
浅
間
総
合
病
院
か
ら
医
師
や
視
能
訓
練

士
を
派
遣
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
病
床
や

療
養
介
護
病
床
を
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
に
30
床

転
換
な
ど
し
て
収
益
改
善
に
努
め
、
平
成
28
年

度
と
29
年
度
は
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
平

成
31
年
４
月
に
は
諏
訪
赤
十
字
病
院
か
ら
大
和

新
院
長
を
迎
え
、
常
勤
医
師
３
名
を
増
員
し
、
５

名
体
制
と
す
る
こ
と
で
医
業
収
益
の
改
善
に
努

め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
令
和
２
年
４
月
か
ら
は
常

勤
医
師
が
１
名
増
員
さ
れ
、
６
名
体
制
に
な
る
予

定
で
す
。
今
後
も
川
西
地
域
の
医
療
を
支
え
て
い

た
だ
く
重
要
な
病
院
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
御
市

や
立
科
町
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
佐
久
市
と

し
て
も
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。 

（
吉
川
）
新
院
長
の
も
と
で
医
療
内
容
の
充
実
と

経
営
改
善
の
努
力
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
地
域
と
し
て
も
大
変
期
待
し
て
い
ま
す
。 

施
設
や
設
備
の
現
状
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。
川
西
日
赤
の
建
物
は
か
な
り
老
朽
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
施
設
設
備
の
改
築
改
善
は
診
療
の
充

実
の
た
め
に
と
て
も
大
切
で
す
が
、
同
時
に
医
師

確
保
の
た
め
に
も
と
て
も
重
要
で
す
。
施
設
設
備

の
現
状
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

（
市
民
健
康
部
長
）
川
西
赤
十
字
病
院
は
病
棟
が

昭
和
61
年
建
設
で
33
年
が
経
過
し
、
リ
ハ
ビ
リ

棟
な
ど
は
平
成
12
年
建
設
で
19
年
が
経
過
し
て

お
り
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

医
療
施
設
や
機
器
に
つ
い
て
も
更
新
の
時
期
を

迎
え
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
令

和
元
年
度
は
全
身
用

X

線
CT
診
断
装
置
な
ど
で

約
３
７
０
０
万
円
、
変
電
設
備
の
工
事
や
正
面
玄

関
の
床
修
繕
、
ベ
ラ
ン
ダ
の
防
水
補
修
工
事
な
ど

で
約
600
万
円
、
訪
問
介
護
車
両
や
介
護
事
業
者

支
援
シ
ス
テ
ム
の
更
新
な
ど
に
約

1500
万
円
を
か

け
て
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
2
年
度
に

は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改
修
工
事
や
骨
粗
し
ょ
う
症

の
診
断
に
用
い
る
骨
塩
量
測
定
装
置
の
購
入
な

ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

の
導
入
も
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
病
院
の
建
物
本

体
の
改
築
等
に
関
し
て
は
病
院
か
ら
の
方
針
が

示
さ
れ
れ
ば
、
川
西
保
健
衛
生
施
設
組
合
や
川
西

赤
十
字
病
院
運
営
審
議
会
等
で
協
議
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。 

（
吉
川
）
川
西
赤
十
字
病
院
の
施
設
・
設
備
が
整

備
さ
れ
、
建
物
の
更
新
に
取
り
組
む
こ
と
が
と
て

も
重
要
で
す
。
ぜ
ひ
病
院
と
相
談
し
な
が
ら
、
市

と
し
て
最
大
限
の
支
援
を
し
て
く
だ
さ
い
。
佐
久

市
全
体
に
と
っ
て
も
、
望
月
地
区
の
医
療
環
境
の

改
善
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。 

動
画
は
コ
チ
ラ→

 

 

■中石堂から長者原予冷庫入口に至る市道・県道の 2 車線化につい

て長者原の区長さんたちと一緒に強く要望し、私は平成 28 年 3 月

議会の一般質問で取り上げました。２車線の道路が今年４月に完成

しました。野菜を運ぶ大型トラックの通行もスムーズになりました。 

 

 


